
添付書類 5 

 

 

 

前回の定期事業者検査において提出した 

施設管理目標および施設管理実施計画の 

評価の結果を記載した書類 
 

 

 

 

 

2022年度 濃縮事業部 施設管理目標評価 

（改正 1） 

（K51605-22-D-0052(2023/2/17 承認)） 
※計 65枚_本文 3枚、別紙 1_2枚、別紙 2_60枚 

564/629



565/629



566/629



567/629



別紙1

568/629



２０２２年度 濃縮事業部 施設管理目標 

上位方針 
との関連 

№ 目的 
目 標 責任者／

責任部署 本年度 目標値 次年度 次々年度 
【施設管理方針】 

１ 

 

１ 自主保全の実施によ

るトラブル（不適合発

生）の撲滅を図る。 

設備・機器の重要度に応じた保全計画に基づき、確実に点検を行

い、機器故障によるトラブルの未然防止を図る。 

・保全による予防可能

な機器故障件数２件

以下/月 

継続実施 継続実施 ウラン濃縮

工場長 

【施設管理方針】 

２、３、７ 

 

２ 保全活動に対する意

識を醸成し、保全管理

のプロ集団となること

を期待する。 

保全プログラムに基づく保全活動を実施し、保全を最適化してい

くことにより保全活動に対する意識を醸成することで、プロフェッ

ショナルを育成する。 

・保全による予防可能

な機器故障件数２件

以下/月 

継続実施 継続実施 ウラン濃縮

工場長 

【施設管理方針】 

４ 

 

３ コンフィグレーショ

ン管理の仕組みを理解

する。 

事業者自らが責任と自信をもって、施設管理を実施するにあた

り、設備機器と設計情報が常に最新であり、且つ信頼性のある情報

を維持するためのコンフィグレーション管理を実施し、定着化を図

る。 

・使用前事業者検査に

関する不適合ゼロ 

継続実施 継続実施 ウラン濃縮

工場長 

【施設管理方針】 

５ 

 

４ 保修等を実施する協

力企業と一体となり、

連携が取れた保全作業

を行う。 

保全作業に携わる協力企業と一体となり、安全で信頼性の高い保

全作業を実施し、労働災害・火災発生を撲滅する。 

また、協力企業との相互コミュニケーションを通じて良好な人間

関係、信頼関係を構築し、現場の改善を推進する。 

・安推協パトロールで

の指摘に対する処置

５営業日※での対応 

※特殊事情を除く  

継続実施 継続実施 ウラン濃縮

工場長 

【施設管理方針】 

６ 

 

５ 定期事業者検査の信

頼性を向上させる。 

試験・検査を実施するための独立性と中立性を保ち、検査結果を

客観的に判定することで、定期事業者検査の信頼性の向上を目指

す。 

・定期事業者検査に関

する不適合ゼロ 

継続実施 継続実施 ウラン濃縮

工場長 

【施設管理方針】 

― 

 

６ ・設計・更新工事を着実

に実施する。 

・運転開始時の不具合

ゼロを目指す。 

ウラン濃縮工場の生産運転再開に向け、設計・更新工事を着実に

実施する。 

また、停止中の設備・機器に対し点検・保修等の保全活動を確実

に実施し、生産運転再開時の設備不適合の未然防止を図る。 

・全体工程に影響を及

ぼす不適合ゼロ 

継続実施 継続実施 ウラン濃縮

工場長 
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承 認I審 査I作 成

2 0 2 2 年度 施設管理の有効性評価結果（改正1)

（評価期間： 2 0 2 2 年 4 月1 日～2 0 2 2 年12 月31 日）

項目 評価内容 備考

施設管理目標の達成 施設管理目標の達成状況について、 以下の1.～

状況(1/4) 6. へ評価結果を示す。

1. 設備・機器の重要度に応じた保全計画に基づき、

確実に点検を行い、機器故障によるトラブルの未

然防止を図る。

【目標値】保全による予防可能な機能故障件数

2 件以下／月

【実績値】2 件以下／月

【評価結果】目標達成。

評価期間を通して故障件数を2 件以下

／月に保つことができたことから、 保全

計画に基づく点検が有効であったと評

価できる。

2. 保全プログラムに基づく保全活動を実施し、保全

を最適化していくことにより保全活動に対する

意識を醸成することで、プロフェッショナルを育

成する。

【目標値】保全による予防可能な機能故障件数

2 件以下／月

【実績値】 2 件以下／月

【評価結果】目標達成。

保全活動を通じて、 保全員の育成が進

んでいると評価できる。

ー

別紙2

570/629



571/629



572/629



573/629



574/629



575/629



576/629



577/629



578/629



579/629



580/629



581/629



582/629



583/629



584/629



585/629



586/629



587/629



588/629



589/629



590/629



591/629



592/629



593/629



594/629



595/629



596/629



597/629



598/629



599/629



600/629



601/629



602/629



603/629



604/629



605/629



606/629



607/629



608/629



609/629



610/629



611/629



612/629



613/629



614/629



615/629



616/629



617/629



618/629



619/629



620/629



621/629



622/629



623/629



624/629



625/629



626/629



627/629



628/629



629/629




